
第
一
号
議
案 

二
〇
一
三
年
度
運
動
方
針
案 

 
福
島
書
記
長
が
「
二
〇
一
三
年
度
運
動
方

針
（
案
）
」
を
提
案
し
、
東
洋
交
通
労
働
組

合
は
「
タ
ク
シ
ー
事
業
法
の
制
定
」
を
は
じ

め
と
す
る
政
策
要
求
の
実
現
の
た
め
に
、
東

京
ハ
イ
タ
ク
労
連
の
一
員
と
し
て
全
力
を

尽
く
す
事
を
説
明
し
、
東
京
ハ
イ
タ
ク
労
連

が
今
ま
で
の
運
動
で
組
織
化
し
て
き
た
教

訓
と
成
果
を
、
私
鉄
総
連
を
通
じ
て
全
国
化

し
「
需
給
調
整
規
制
」
と
「
同
一
地
域･

同
一

運
賃
」
の
実
現
を
目
指
し
「
タ
ク
シ
ー
事
業

法
」
を
制
定
す
る
為
の
世
論
作
り
の
運
動
に

今
ま
で
以
上
に
強
固
に
取
り
組
む
事
を
述

べ
、
そ
の
後
、
各
専
門
部
に
沿
っ
て
、
運
動

方
針
案
の
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

第
二
号
議
案 

二
〇
一
三
年
度
予
算
案 

 

菊
池
財
政
部
長
が
二
０
一
三
年
度
、
一
般

会
計
予
算
案
、
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。 

  

第
一
号
議
案
及
び
第
二
号
議
案
は
、
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
号
議
案 

東
洋
交
通
労
働
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

 

福
島
書
記
長
が
、
組
合
規
約
に
は
「
役
員

の
定
年
」
に
つ
い
て
明
記
が
な
い
の
で
、
組

合
役
員
の
次
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
を
行
え

る
様
に
、
東
洋
交
通
労
働
組
合
規
約
第
二
十

六
条
と
し
て
定
年
の
明
記
と
目
的
を
追
加･

明
記
し
、
そ
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
附
属
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い

次
の
規
定
を
第
三
十
六
条
に
追
加
す
る
事

を
説
明
し
ま
し
た
。 

⑤
定
時
制
雇
用
の
組
合
員
資
格
規
定 

⑥
東
洋
交
通
労
働
組
合
選
挙
規
定 

⑦
組
合
車
両
貸
出
規
定 

⑧
文
体
活
動
規
定 

⑨
組
合
微
章
貸
与
規
定 

⑩
定
年
功
労
者
表
彰
規
定 

 

こ
の
第
三
号
議
案
に
関
し
て
、
次
の
様
な

質
問
が
出
ま
し
た
。 

●
附
則
規
定
の
定
時
制
雇
用
の
組
合

員
資
格
規
定
に
関
し
て
、
嘱
託
と
し
て

十
二
出
番
乗
務
す
る
方
は
ど
の
様
な

扱
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
執
行
部
）
嘱
託
の
方
で
も
十
二
出
番

乗
務
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
組
合

費
は
四
千
円
で
す
。
現
在
六
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
ま
で
の
選
択
定
年
制
で
あ

り
、
規
約
上
は
役
員
及
び
中
央
委
員
の

定
年
は
６
５
歳
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。
問
題
点
が
あ
れ
ば
来
年
度
新
た

に
追
加･

提
案
し
審
議
し
て
頂
き
ま

す
。 

 

第
四
号
議
案 

「
選
挙
管
理
規
定
」「
選
挙
規
定
」
の
変

更
に
つ
い
て 

 

四
役
及
び
執
行
委
員
の
質
と
責
任

を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
選
挙
管
理
規

定
及
び
選
挙
規
定
を
次
の
様
に
変
更

す
る
事
に
つ
い
て
、
福
島
書
記
長
が
説

明
を
し
ま
し
た
。（
次
の
文
面
を
追
加
） 

選
挙
管
理
規
定
第
十
五
条
② 

 

四
役
へ
の
立
候
補
は
現
職
で
執
行

委
員
を
三
年
間
以
上
経
験
し
て
い
る

事
を
必
要
と
す
る
執
行
委
員
へ
の
立

候
補
は
、
組
合
員
を
一
年
間
以
上
経
験

し
て
い
る
事
を
必
要
と
す
る
。 

選
挙
規
定
第
三
条 

 

四
役
へ
の
立
候
補
は
現
職
で
執
行

委
員
を
３
年
間
以
上
経
験
し
て
い
る

事
を
必
要
と
す
る
。
執
行
委
員
へ
の
立

候
補
者
は
組
合
員
を
１
年
間
以
上
経

験
し
て
い
る
事
を
必
要
と
す
る
。 

 

こ
の
第
四
号
議
案
に
関
し
て
、
次
の

様
な
質
問
が
出
ま
し
た
。 

●
現
職
の
執
行
委
員
が
大
災
害
等
に

よ
り
全
滅
し
た
場
合
、
こ
の
規
定
に
よ

り
対
応
が
難
し
く
な
る
の
で
、
例
外
規

定
も
設
け
た
場
合
が
良
い
の
で
は
な

い
か
？ 

（
執
行
部
）
皆
さ
ん
に
は
立
候
補
資
格

の
趣
旨
を
理
解
し
て
頂
き
、
災
害
等
何

か
不
測
の
事
態
が
あ
っ
た
時
に
は
、
組

合
員
皆
さ
ん
の
力
で
労
働
組
合
を
支

え
て
頂
き
た
い
。
災
害
時
等
は
除
く
規
定

を
加
え
た
方
が
良
い
の
な
ら
ば
、
提
案
し

て
頂
き
、
中
央
委
員
会
及
び
大
会
で
審
議

し
て
頂
き
ま
す
。 

●
立
候
補
有
資
格
者
と
役
員
有
資
格
者

と
二
つ
資
格
条
項
が
あ
る
の
で
、
役
員
有

資
格
者
に
ま
と
め
た
方
が
良
い
の
で

は
？ 

（
執
行
部
）
各
々
の
規
定
に
「
立
候
補
有

資
格
者
」
「
役
員
有
資
格
者
」
と
あ
り
ま

す
の
で
、
規
定
通
り
に
記
述
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
、
全
て
の
議
案

に
対
し
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
定
年
者
功
労
者
表
彰 

 

続
い
て
定
年
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
の
定
年
者
功
労
表
彰
の
対
象

者
（
組
合
加
入
五
年
以
上
）
は
、
内
村
輝

徳
さ
ん
、
今
川
廣
司
さ
ん
、
佐
々
木
勝
さ

ん
、
石
原
安
雄
さ
ん
、
田
代
末
一
さ
ん
、

佐
藤
一
志
さ
ん
、
高
橋
和
男
さ
ん
、
江
口

賢
治
さ
ん
、
福
井
猪
久
雄
さ
ん
の
九
名
で

し
た
。
本
日
の
大
会
に
参
加
さ
れ
た
内
村

さ
ん
、
今
川
さ
ん
、
田
代
さ
ん
、
江
口
さ

ん
の
四
名
は
菊
池
執
行
委
員
長
代
行
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
不
参
加
の
対
象
の
方
に
は
後

日
、
個
別
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

●
ク
ラ
ブ
奨
励
金
・
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
補
助
金

授
与 

 

続
い
て
筒
井
文
体
部
長
か
ら
ク
ラ
ブ
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
補
助
金
の
支
給
と
、
今
期
、
精
力

的
な
活
動
を
し
た
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
る
奨
励

金
の
支
給
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
ク
ラ
ブ
奨
励
金
は
、
明
番
の
度
に

朝
早
く
か
ら
精
力
的
に
活
動
を
行
い
、
日
交

労
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
も
優
勝
し
た
ボ
ウ

リ
ン
グ
部
と
、
積
極
的
な
大
会
参
加
と
着
実

に
部
員
数
を
増
や
し
て
い
る
つ
り
部
に
奨
励

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

●
義
援
金
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す 

 

続
い
て
、
福
島
書
記
長
が
東
日
本
大

震
災
に
伴
う
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

義
援
金
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
を
述
べ

ま
し
た
。 

「
震
災
後
か
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

義
援
金
で
も
ご
協
力
を
頂
き
、
新
年
会

に
て
二
万
七
千
円
、
五
月
に
開
催
し
ま

し
た
家
族
慰
安
会
で
も
十
三
万
円
も
の

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
に
ご

協
力
頂
い
た
義
援
金
は
、
十
一
月
三
日

に
開
催
さ
れ
る
第
三
十
九
回
東
京
ハ
イ

タ
ク
労
連
定
期
大
会
に
て
、
交
通
新
聞

を
通
じ
、
日
本
赤
十
字
社
の
方
に
送
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ

ま
し
た
。 

 

最
後
に
大
会
役
員
、
書
記
、
議
長
の
順

で
解
任
し
、
菊
池
副
委
員
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
全
員
で
「
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
を
三
唱
し
て
定
期
大
会
を
終
え

ま
し
た
。 

▲定年功労表彰 表彰式 

今川廣司さん（左） 

田代末一さん（上左） 

江口賢治さん（上右） 

▲４０年間東洋交通で乗務された内村さん 

     定年功労者表彰を授与 

▲奨励金を授与 ボウリング部代表名

塚さん（上）と釣り部部長古川さん（下） 

▲「タクシー事業法の制定」「賃金･労働条件改善」に向けて 

      団結･ガンバロー！！ 


